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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 36,670 13.1 362 362.3 306 350.9 173 38.1
22年3月期第2四半期 32,422 △15.8 78 21.9 68 718.5 125 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 3.82 ―
22年3月期第2四半期 2.77 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 33,451 7,534 22.5 166.44
22年3月期 30,868 7,700 24.9 170.08

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  7,534百万円 22年3月期  7,700百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 1.50 1.50
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 2.00 2.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 74,000 7.3 600 26.9 540 15.2 340 24.5 7.51



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結
財務諸表に対するレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいた
ものであり、実際の業績等は今後様々な要因により大きく異なる可能性があります。詳細は、四半期決算短信[添付資料]Ｐ．３「（３）連結業績予想に関する
定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、[添付資料]Ｐ．３「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 45,645,733株 22年3月期  45,645,733株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  373,692株 22年3月期  367,853株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 45,275,092株 22年3月期2Q  45,289,546株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済環境は、新興国の経済成長を背景とした輸出の増加や企業収益に

一部持ち直しの動きが見られたものの、デフレ状況・雇用情勢の大幅な改善には至らず、景気の先行きは引き続き不

透明な状況で推移しました。住宅着工などで一部に底打ち傾向はみられたものの、公共建設投資は減少傾向が続き、

加えて円高傾向等を受けて国内の民間設備投資も低調な状況が続いております。一方、太陽光発電関連分野は4月下

旬に再開された住宅向け補助金などにより、力強い成長を続けています。 

このような環境の下、主力の建材分野で太陽エネルギー関連事業の成長ならびに前連結会計年度に事業譲受いた

しました旧丸紅プラックス建材事業の売上追加により、全体では売上が増加いたしました。また産業資材分野でも売

上が増加し、全体として売上が増加いたしました。 

 このような結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間における売上高は36,670百万円（前第２四半期連結累

計期間比13.1％増）、営業利益は362百万円（前第２四半期連結累計期間比362.3％増）、経常利益は306百万円（前

第２四半期連結累計期間比350.9％増）、四半期純利益は173百万円（前第２四半期連結累計期間比38.1％増）となり

ました。 

  

 セグメント別の業績は次のとおりであります。  

    

   ①建材※ 

 太陽エネルギー分野が、国・地方自治体からの補助金や昨年度から引続き実施された余剰電力の倍額買取制度

などにより大幅に売上が増加となりました。また、建設土木資材分野、住宅資材分野では、前連結会計年度に事

業譲受いたしました旧丸紅プラックス建材事業の売上が追加されたことなどにより、全体でも売上が大幅に増加

いたしました。 

 この結果、当セグメントも売上高は25,186百万円、セグメント利益は141百万円となりました。  

  

 ②産業資材※ 

 自動車関連の樹脂製品資材・繊維関連資材、電子部品分野などが市況の回復により売上が増加しました。 

 この結果、当セグメントも売上高は13,560百万円、セグメント利益は187百万円となりました。  

  

 ③賃貸不動産 

 主な収入であるマンション等の賃貸料がほぼ前年並で推移した結果、当セグメントの売上高は137百万円、セ

グメント利益は48百万円となりました。 

  

※従来、事業区分を「建材事業本部」、「産業資材事業本部」、「イノベーション事業本部」の３区分とし

ておりましたが、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」の適用により、第１四半期連結会計期間よ

り、「建材」、「産業資材」、「賃貸不動産」の３区分に変更いたしました。 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末は、流動資産は25,757百万円（前連結会計年度末比12.8％増）となりました。主な要

因は、受取手形及び売掛金が売上の増加と手形売却の減少により2,131百万円、商品が太陽光パネルの調達により

1,319百万円増加したことによるものであります。  

 固定資産は7,694百万円（前連結会計年度末比4.2％減）となりました。主な要因は、投資有価証券の時価下落等に

より421百万円減少したことによるものであります。   

 流動負債は20,652百万円（前連結会計年度末比12.9％増）となりました。主な要因は、売上増加に伴う仕入増加で

支払手形及び買掛金が2,484百万円増加したことによるものであります。  

 固定負債は5,264百万円（前連結会計年度末比8.0％増）となりました。主な要因は、社債が400百万円増加したこ

とによるものであります。  

 純資産合計は7,534百万円（前連結会計年度末比2.2％減）となりました。主な要因は、その他有価証券評価差額金

が時価下落により236百万円減少し、一方で利益剰余金が、四半期純利益の計上により173百万円増加、配当金の支払

により67百万円減少したことによるものであります。 

   

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、3,524百万円となり、前

連結会計年度末と比べ502百万円の減少となりました。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間の営業活動における資金の減少は、443百万円（前第２四半期連結累計期間は744百
万円の増加）となりました。主な要因は、売上債権及びたな卸資産が増加したことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
当第２四半期連結累計期間の投資活動における資金の減少は、103百万円（前第２四半期連結累計期間は556百

万円の増加）となりました。主な要因は、投資有価証券の取得、固定資産の取得によるものであります。 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間の財務活動における資金の増加は、53百万円（前第２四半期連結累計期間は69百万
円の減少）となりました。主な要因は、配当金の支払い及び借入金の返済があった一方で、社債が新規発行によ
り増加したことによるものであります。 

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間について、当社グループの業績は、太陽エネルギー分野をはじめ堅調に推移し、平成

22年５月13日に公表いたしました当初予想を上回る結果となったため、平成22年11月８日に公表の「業績予想の修

正に関するお知らせ」にて、第２四半期累計期間の業績予想を修正いたしました。しかしながら、景気の先行きは

未だ不透明であり、当社グループを取り巻く環境も流動的であるため、通期業績予想につきましては修正いたしま

せん。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 第１四半期連結会計期間より、iTak Technology (Shenzhen) Limited 及び㈱Ｔメディカルサービスは設立に伴

い、連結の範囲に含めております。なお、これにより連結子会社の数は11社となりました。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

  

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分し

て算定する方法によっております。 

 なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

  

③繰延税金資産の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がなく、

かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度決算において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経営

環境等に著しい変化があるか、または、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結

会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味し

たものを利用する方法によっております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．「資産除去債務に関する会計基準」の適用  

   第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

   なお、これによる損益へ与える影響はありません。 

  

２．その他の情報



２．「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

   第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公

表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月

10日）を適用しております。 

   なお、これによる損益へ与える影響はありません。 

  

３．表示方法の変更 

   「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の

用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５

号）の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示し

ております。  

  



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,524 4,047

受取手形及び売掛金 17,954 15,822

商品 2,903 1,583

未成工事支出金 474 354

その他 1,151 1,363

貸倒引当金 △249 △334

流動資産合計 25,757 22,837

固定資産   

有形固定資産 3,595 3,646

無形固定資産 64 16

投資その他の資産   

投資有価証券 2,386 2,808

その他 1,807 1,772

貸倒引当金 △160 △212

投資その他の資産合計 4,034 4,369

固定資産合計 7,694 8,031

資産合計 33,451 30,868



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 18,219 15,735

短期借入金 1,137 1,438

未払法人税等 95 113

賞与引当金 293 273

その他 905 732

流動負債合計 20,652 18,292

固定負債   

社債 400 －

長期借入金 2,350 2,420

退職給付引当金 622 653

その他 1,891 1,802

固定負債合計 5,264 4,875

負債合計 25,916 23,168

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,801 3,801

資本剰余金 1,825 1,825

利益剰余金 1,248 1,143

自己株式 △70 △69

株主資本合計 6,805 6,701

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 97 334

土地再評価差額金 783 783

為替換算調整勘定 △151 △117

評価・換算差額等合計 729 999

少数株主持分 － －

純資産合計 7,534 7,700

負債純資産合計 33,451 30,868



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 32,422 36,670

売上原価 29,648 33,430

売上総利益 2,774 3,240

販売費及び一般管理費 2,696 2,877

営業利益 78 362

営業外収益   

受取利息 24 24

受取配当金 33 34

持分法による投資利益 － 2

保険解約返戻金 17 22

その他 28 14

営業外収益合計 104 98

営業外費用   

支払利息 49 47

手形売却損 15 13

為替差損 42 71

持分法による投資損失 2 －

その他 3 20

営業外費用合計 114 153

経常利益 68 306

特別利益   

投資有価証券売却益 3 －

投資有価証券償還益 142 －

貸倒引当金戻入額 － 52

特別利益合計 146 52

特別損失   

投資有価証券評価損 － 58

特別損失合計 － 58

税金等調整前四半期純利益 214 300

法人税、住民税及び事業税 44 76

法人税等調整額 44 51

法人税等合計 89 127

少数株主損益調整前四半期純利益 － 173

少数株主利益 － －

四半期純利益 125 173



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 214 300

減価償却費 95 68

賞与引当金の増減額（△は減少） △0 19

退職給付引当金の増減額（△は減少） △24 △30

貸倒引当金の増減額（△は減少） △457 △136

受取利息及び受取配当金 △58 △59

支払利息 49 47

投資有価証券売却損益（△は益） △3 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 58

投資有価証券償還損益（△は益） △142 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,080 △2,168

たな卸資産の増減額（△は増加） △234 △1,455

仕入債務の増減額（△は減少） △1,490 2,508

未払消費税等の増減額（△は減少） △3 △41

その他 786 515

小計 811 △373

利息及び配当金の受取額 58 58

利息の支払額 △49 △45

役員退職慰労金の支払額 △45 －

法人税等の支払額 △30 △83

営業活動によるキャッシュ・フロー 744 △443

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 － 20

有価証券の償還による収入 － 15

有形固定資産の取得による支出 △48 △30

有形固定資産の売却による収入 － 10

無形固定資産の取得による支出 － △44

投資有価証券の取得による支出 △3 △89

投資有価証券の売却による収入 3 2

投資有価証券の償還による収入 647 －

貸付けによる支出 △34 －

貸付金の回収による収入 5 12

その他 △13 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 556 △103

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △43 △290

長期借入金の返済による支出 △20 △70

社債の発行による収入 － 500

配当金の支払額 － △66

その他 △6 △19

財務活動によるキャッシュ・フロー △69 53

現金及び現金同等物に係る換算差額 △14 △9

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,216 △502

現金及び現金同等物の期首残高 2,360 4,027

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,577 3,524



 該当事項はありません。  

  

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。  

  

１．報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち、分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、本社に製品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は、取り扱う製品・サービスについて国

内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は、事業本部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「建

材」、「産業資材」、「賃貸不動産」の３つを報告セグメントとしております。 

 「建材」は太陽光などの再生可能エネルギーを利用したシステムや、環境配慮型の建築資材・住宅設備機

器など、建築・住宅に関連する資材等を販売しております。「産業資材」は繊維製品、樹脂製品及び鉄道車

輌部材の販売をしております。「賃貸不動産」は賃貸マンション等の運営を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

 当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（単位：百万円）

（注）１．セグメント利益の調整額△15百万円はセグメント間取引消去であります。 

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
報告セグメント  

合計 
調整額 

（注）１  

四半期連結損益

計算書計上額 

（注）２  建材 産業資材 賃貸不動産

売上高    

外部顧客への売上高    24,227   12,322   120   36,670   －   36,670

セグメント間の内部売上高

又は振替高  
  959   1,237   17   2,213   △2,213   －

計   25,186   13,560   137   38,884   △2,213   36,670

セグメント利益   141   187   48   378   △15   362

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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